
風
信

　

島
原
の
乱
時
の
領
主
松
倉
長
門
守
重
治
の
家
臣
佐
野
弥
七
左
衛
門
の
参
戦『
覚
え

書
』の
冒
頭
は
次
の
文
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。

寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）十
月
二
十
日
、
島
原
吉キ

リ
シ
タ
ン

利
支
丹
蜂
起
の
次
第
。

　

肥
後
・
肥
前
の
辺
は
、
古
は
大
方
吉
利
支
丹
に
て
ご
座
候
へ
ど
も
、
ご
当
代
ご

法は
っ
と度

に
な
り
申
し
候
故
、
皆
こ
ろ
び
申
し
候
─

　

元
和
二
年（
一
六
一
六
）六
月
、
奈
良
五
條
二
見
城
主
松
倉
豊
後
守
重
政
が
、
は
る

ば
る
九
州
島
原
の
地
へ
来
た
の
は
、「
大
阪
の
役
」で
の
勲
功
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

併
せ
て
九
州
諸
侯
の
監
視
と
前
島
原
城
主
有
馬
直
純
が
宮
崎
・
日
向
へ
転
封
の
後
、

公
領
と
な
っ
た
島
原
の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
吉
利
支
丹
宗
門
の
根
絶
が
、「
大
阪
の

役
」で
中
断
し
て
い
た
の
を
継
続
再
開
す
る
役
目
を
帯
び
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
単

な
る
勲
功
の
処
遇
の
み
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

島
原
で
、
前
代
よ
り
厚
遇
さ
れ
て
い
た
仏
僧
七
名
が
、
改
め
て
禄
高
と
特
権
の
確

認
に
来
た
時
、
重
政
は
、「
自
分
は
神
も
仏
も
崇
拝
し
な
い
禅
宗
徒
な
の
で
、
仏
僧

を
必
要
と
し
な
い
」と
言
っ
た
─
と
モ
レ

ホ
ン
は『
日
本
殉
教
録
』に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
重
政
の
宗
教
的
立
場
を
示
し
た
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

重
政
は
、
有
馬
・
日
野
江
城
に
着
く
や
、

そ
の
年
の
末
に
は
島
原
へ
居
を
移
し
、
元
和

四
年（
一
六
一
八
）か
ら
森
嶽
城
の
築
城
に
着

手
し
て
い
る
。
領
民
を
築
城
工
事
に
駆
り
立

て
る
こ
と
で
、
い
か
な
る
徴
候
を
も
抑
え
込

も
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

永
禄
六
年（
一
五
六
三
）六
月
、
大
村
純

忠
は
、
横
瀬
浦
で
キ
リ
ス
ト
教
へ
入
信
。

そ
の
殷い

ん
 
し
ん賑

ぶ
り
を
見
聞
し
た
純
忠
の
兄

有
馬
義
貞
、
父
晴
純
仙
巌
、
島
原
純
茂
ら
、
口
之
津
港
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
交
易

を
考
え
、
横
瀬
浦
に
い
た
ト
ル
レ
ス
師
に
宣
教
師
の
派
遣
を
願
っ
て
、
ル
イ
ス
・
ア

ル
メ
イ
ダ
修
道
士
を
有
馬
に
迎
え
入
れ
た
。
こ
れ
が
有
馬
領
内
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
布

教
開
始
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
有
馬
家
は
、
台
頭
著
し
い
佐
賀
の
龍
造
寺
隆
信
に
肥

前
小
城
郡
丹に

坂さ
か

峠
の
戦
で
敗
れ
、
同
盟
の
伊
佐
早
直な

お

堯あ
き

・
島
原
純
茂
が
守
る
佐
賀
県

藤
津
郡
多
久
城
ま
で
も
陥
落
さ
せ
ら
れ
る
衰
退
期
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
外
圧
と
内
紛
に
よ
り
当
時
の
有
馬
領
内
は
混
乱
の
極
度
に
達
し
て
い
た
。
そ
の

有
馬
領
内
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
行
わ
れ
る
の
は
、
天
正
八
年（
一
五
八
〇
）、
領
主

有
馬
晴
信
が
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
か
ら
の
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
で
唐
津
名
護
屋
を
兵へ

い
 
た
ん站

基
地
と
し
た
処
は
、
当
時
波
多

三
河
守
親ち

か
し

の
領
地
で
あ
っ
た
。

　
「
わ
ず
か
数
ヶ
月
間
で
関
白
殿
の
広
大
な
宮
殿
と
城
の
諸
事
業
は
見
事
に
竣
工
し

た
。
の
み
な
ら
ず
そ
の
短
期
間
に
同
所
に
は
全
く
新
し
い
一
都
市
が
出
現
し
た
」と

フ
ロ
イ
ス
は
記
述
し
て
い
る
。

　

文
禄
元
年（
一
五
九
二
）四
月
二
十
五
日
、
そ
の
名
護
屋
へ
豊
臣
秀
吉
が
着
陣
し
た
。

　

名
護
屋
の
在
陣
八
十
将
、
兵
員
十
万
二
千
三
百
名
。
遠
征
七
十
五
将
、
兵
員
二
十

万
一
千
二
百
名
。
在
陣
八
十
将
の
中
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
は
近
江
日
野
城
主
蒲が

も
う生

氏う
じ

郷さ
と

や
前
田
利
家
家
臣
の
高
山
右
近
も
い
た
。
こ
の
二
人
は
、
離
日
の
た
め
長
崎
で

船
待
ち
を
し
て
い
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
を
二
度
ま
で
も
尋
ね
て
い
る
。
ま
た
か
つ

て
の
主
人
伊
賀
上
野
の
城
主
筒
井
定
次
も
、
信
長
襲
撃
で
明
智
光
秀
側
に
就
い
た
三

箇
城
主
マ
ン
シ
ョ
頼よ

り
 
つ
ら連

を
召
し
抱
え
て
い
た
が
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
名
護

屋
滞
留
中
に
長
崎
に
出
掛
け
洗
礼
を
受
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
重
政
は
、
小
姓
と
し
て
秀
吉
側
近
に
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
動
向
は
十
分
把

握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
蒲
生
氏
の
夭
折
や
高
山
氏
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
追
放
、

慶
長
十
三
年（
一
六
〇
八
）六
月
に
は
、「
大
阪
城
秀
頼
へ
の
内
通
、
領
国
の
悪
政
、

酒
色
へ
の
耽た

ん
 
で
き溺

」な
ど
を
理
由
と
し
て
改
易
処
分
を
受
け
、
死
に
追
い
や
ら
れ
た
筒

井
定
次
は
、
実
は
キ
リ
シ
タ
ン
故
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
、
重
政
の
脳
裏
に
は
し
っ

か
り
と
刻
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）九
月
、
幕
府
の『
バ
テ
レ
ン
大
追
放
令
』に
よ
り
、
百
四

十
八
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
等
が
マ
カ
オ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
追
放
と
な
っ
て
い
る
。

　

元
和
七
年（
一
六
二
一
）十
二
月
、
潜
伏
中
の
有
馬
八
良
尾
か
ら
夜
半
、
日
野
江
城

下
へ
急
ぎ
下
っ
て
き
た
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
顧
問
駐
在
所
長
の
ナ
バ
ル
ロ
神
父
が
、

三
人
の
伴
侶
と
共
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は「
領
内
に
バ
テ
レ
ン
は
い
な
い
」と
広
言
し
て
い
た
重
政
を
当
惑
さ
せ

た
が
、
逮
捕
の
噂
は
掩お

お

い
難
く
、
や
む
な
く
島
原
へ
召
致
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
ア
ン

デ
レ
孫
右
衛
門
に
預
け
と
し
た
。

　

重
政
は
こ
の
機
に「
信
仰
の
真
理
」を
知
り
た
い
と
、
城
内
に
ナ
バ
ル
ロ
を
呼
ん
だ
。

そ
の
時
、
重
政
は
ナ
バ
ル
ロ
の
話
を
聞
き「
ゴ
モ
ッ
ト
モ
デ
ゴ
ザ
ル
─
そ
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
っ
た
か
」と
頷う

な
ず

き
、
後
日
、「
日
本
の
宗
旨
で
は
慰
安
も
な
く
救
い
も
得

ら
れ
ぬ
。
デ
ウ
ス
の
教
え
に
自
分
も
入
り
た
い
も
の
だ
」と
の
感
想
を
漏
ら
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
か
。
然
し
、
幕
府
の
断
は「
火ひ

炙あ
ぶ

り
」

で
あ
っ
た
。
刑
場
で「
願
わ
く
ば
殿
も
信
仰
に
入
ら
れ
て
、
天
上
で
お
目
に
か
か
り

た
い
」と
い
う
と
重
政
は
、
黙も

く

然ね
ん

と
し
て
涙
を
流
し
た
と
い
う
。

　

寛
永
二
年（
一
六
二
五
）、
領
内
の
一
揆
で
島
原
城
落
城
。
幕
府
は
こ
の
時
、
重
政

の「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」の
手て

緩ぬ
る

さ
を
糾き

ゅ
う

弾だ
ん

。
割
腹
・
改
易
を
危
惧
し
た
重
政
は
、

家
臣
を
督
励
し
、
領
内
で
イ
エ
ズ
ス
会
管
区
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
セ
ヨ
、
有
馬
学

院
長
の
ヨ
ハ
ネ
・
バ
プ
チ
ス
タ
・
ゾ
ラ
な
ど
を
宿
主
と
共
に
逮
捕
処
刑
し
た
。

　
寛
永
四
年（
一
六
二
七
）か
ら
は
、重
政
、「
雲
仙
地
獄
の
熱
湯
」で
の
信
徒
迫
害
を
始
め
る
。

　

寛
永
五
、
六
年
と
重
政
を
含
む
幕
府
側
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
は
猖し

ょ
う

獗け
つ

を
極
め
た
。
と

こ
ろ
が
一
向
に
改
宗
の
効
果
が
な
い
こ
と
で
、
重
政
の
窮
余
の
決
断
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の

根
拠
地
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
遠
征
し
、
宣
教
師
の
供
給
源
を
絶
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）十
一
月
十
日
、
長
崎
奉
行
竹
中
采
女
正
と
重
政
ら
は
、
ル

ソ
ン
へ
の
遠
征
偵
察
使
を
派
遣
す
る
。
そ
の
夜
、
幕
府
の
外
交
政
策
上
の
思お

も

惑わ
く

と
竹

中
の「
島
原
領
転
封
」の
欲
望
か
ら
、
重
政
は「
毒
殺
さ
れ
た
」と
、
家
臣
山
本
権
兵
衛

の『
松
倉
重
政
軍
場
日
記
』は
伝
え
て
い
る
。�

（
加
津
佐
史
談
会
）

○
五
月
と
言
え
ば「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
」、
そ
し
て
其
の
八
十
八
夜
が
今
年
は
五
月
二

日
、
次
に
五
月
五
日
は
男
子
の
節
句
。
長
崎
の
旧
記
に
よ
れ
ば「
五
日
は
端
午
の
節
句
、

家
々
軒
に
萱か

や

に
蓬よ

も
ぎ

を
そ
え
て
搓
し
布
の
ぼ
り
を
立
て
、
吹
貫
・
鯉
に
風
車
を
竹
竿
の

三
八
二
号　

平
成
二
十
六
年
五
月
十
日

松
倉
豊
後
守
重
政
の
涙

頭
上
に
ゆ
ひ
付
け
鈴
を
つ
け
る
」と
あ
る
。

○
こ
の
節
句
三
日
の
間
、
家
々
萱
ち
ま
き
、
竹
の
葉
ち
ま
き
、
唐
あ
く
綜ち

ま
き

を
つ
く
る
。

但
し
遊
里
に
て
は
絖ぬ

め

ま
た
は
繻し

ゅ

子す

な
ど
に
入
れ
た
小
さ
き
綜ち

ま
き

を
つ
く
り
客
に
送
る
。

客
こ
れ
を
得
て
大
い
に
よ
ろ
こ
ぶ
。
之
を
常
に
懐
中
に
す
れ
ば
運
つ
よ
き
よ
し
。

○
六
日
は
災
難
に
打
ち
勝
つ
と
て
菖し

ょ
う

蒲ぶ

湯
を
煎
じ
て
浴
す
。
菖
蒲
は
勝
負
と
て
、
市
中

の
貴
賤
老
若
い
ず
れ
も
船
を
浮
べ
て
ハ
イ
ロ
ン
を
楽
し
む
。
見
物
お
び
た
だ
し
、
こ
の

時
、
知
音
・
ひ
い
き
の
筋
に
酒
樽
等
を
相
贈
る
。

○
ハ
イ
ロ
ン
の
註
に
、「
唐
船
の
伝
え
た
る
競
龍
船
也
」と
あ
る
。
ハ
イ
ロ
ン
は
現
在
ペ
ー

ロ
ン
と
言
っ
て
い
る
。
一
六
一
七
年
五
月
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
コ
ッ
ク
ス
日
記
に
も

記
録
が
あ
る
の
で
、
当
時
す
で
に
平
戸
に
入
港
し
た
唐
人
の
人
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
事
が
わ
か
る
。
因
み
に
長
崎
の
港
に
唐
船
が
初
め
て
入
港
し
た
の
は
稲
佐
悟
真
寺

創
立
の
時
期
と
考
え
、
一
六
〇
〇
年
前
後
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ペ
ー
ロ
ン
の
参
考
文
献
と
し
て
は
、『
長
崎
市
史
風
俗
編
第
三
章
特
種
な
る
行
事
』（
古
賀
十
二

郎
編
）長
崎
ペ
ー
ロ
ン
と
そ
の
周
辺（
柴
田
惠
司
・
高
山
久
明
著　

海
事
史
研
究
第
三
八
七
号
）

○
五
月
三
十
一
日
午
后
二
時
よ
り
本
協
会
並
び
に
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
後
援
で
、

第
五
十
三
回
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
が
開
催
さ
れ
る
。
我
が
国
の
キ
リ
シ
タ
ン

研
究
会
で
地
方
に
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
長
崎
が
最
初
で
、
当
時

は
片
岡
弥
吉
先
生
、
二
十
六
聖
人
の
結
城
神
父
が
中
心
に
な
ら
れ
て
い
た
。

　

今
年
の
研
究
会
で
は
我
が
国
の
茶
道
文
化
と
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
と
の
交
渉
な
ら
び
に
食

文
化
研
究
の
第
一
人
者
熊
倉
功
夫
先
生
が
、
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
史
と
関
係
の
深
い「
高

山
右
近
の
生
涯
」の
講
演
が
あ
る
。
参
加
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
に
て
純
心
大
学
ま

で
。（
会
場
・
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
一
階
ホ
ー
ル
）

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
野
村
美
術
館
よ
り『
研
究
紀
要
２
０
１
４
─
23
。』「
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
調
査
報
告
、

資
料
紹
介
と
野
村
得
庵
茶
会
記（
翻
刻
）」。
ス
ム
ッ
ト
ニ
女
史
の「
イ
エ
ズ
ス
会
と
茶
道

の
研
究
」。
大
い
に
参
考
に
な
る
研
究
で
あ
っ
た
。

一
、
長
崎
県
立
美
術
館
よ
り『
館
報
２
０
１
２
年
報
』と『
研
究
紀
要
』を
中
心
に「
ロ
ペ
ス

展
」、「
横
手
貞
美
展
」、「
富
永
直
樹
展
」、「
渡
辺
千
尋
の
仕
事
」等
各
図
録
。

一
、
下
川
達
彌
先
生
よ
り『
オ
ラ
ン
ダ
国
立
古
文
書
館
所
蔵
商
館
長
日
誌
目
録（
１
６
０
９

～
１
８
６
０
）』　

Ｍ
．
Ｐ
．
Ｈ
ル
ー
シ
ン
氏
が
編
纂
さ

れ
た
物
を
下
川
先
生
監
修
の
も
と
日
本
語
版
と
し
て
発

刊
さ
れ
た
資
料
本
で
日
蘭
関
係
研
究
資
料
の
一
つ
で
あ

る
。（
福
島
県
立
医
科
大
学
刊
）

福
田
　
八
郎

平成22年6月、崩落した島原城石垣の石に
十字架の紋様が見て取れる


